
ごみかんよりお知らせ

　東京の桜が咲き始めました。このごみっと・SUN の発送
の日には、いまが花盛りと咲き誇っていることでしょう。
日本中を染めて北上していく桜。沖縄から北海道
までいらっしゃる、ごみかんの会員の皆さんに
思いを馳せつつ、春爛漫の季節の到来です。
　ごみっと・SUN は年 6 回、封筒の宛名を見
ながら、全国各地の会員さんに届けと発送作
業をしてきました。NP O ごみかんの時代と合
わせると、通 算 174 回発 行しました。ごみかん

の活動の中心となった市民ごみ大学セミナーや、交流集会
（容器包装削減、生ごみリサイクル）は合計 73 回

開催しました。3 月11日の最後の運営委員会の
終了後には、日経新聞から取材もあり、締め
くくりにふさわしいひと時となりました。
　ごみかんはこれで活動を終えますが、ご
み問題はこれからも続いていきます。引き

続き、よりよい 循 環 型 社 会を将 来 世 代に、
と願ってやみません。（Ｅ）
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＊ ホームぺージでごみっと・SUN を全号公開しています。　 　 　

＊ ホームページは 2029 年 3 月末まで閲覧できます。
　2029 年４月以降も、ごみっと・SUN の全号の PDF、及びホームぺージのコン

テンツは G o o gleドライブに保 存したフォルダから見ることができます。閲覧
希望の方は URL をお知らせしますのでメールでご連絡ください。

＊ メールアドレス（gomik an21@ y aho o. c o . jp）や、事務局の機能は当分残し
ておきますので、何かありましたらメールでご連絡ください。

＊ F a c e b o ok はごみかんとしての活動報告はないものの、他団体の活動紹介
やごみ問題のトピックス発信のために、今後も継続する予定です。
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　 最 後の運営委員会に取 材
入ってくださった日本 経 済 新
聞・高橋 耕平記 者の記事が、
3 月 25日に掲載されました。
　水源地にこれ以上処分場を
つくらないための多摩地 域の
市民と行政のがんばりを、23
区へ広げるべきと示唆した記
事で、ごみかん解散のタイミ
ングで何ともうれしいはなむけ
となりました。
　若い高橋記者の今後へ、私
たちからもエールを送りたいと
思います。　　　　　（いの）


